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議員名（会派） 賛 否 

斉藤  信（日本共産党） ○ 

樋下 正信（自民クラブ） × 

福井せいじ（自民クラブ） × 

佐々木 博（県民クラブ） ○ 

及川あつし（県民クラブ） × 

高橋 但馬（民主党） ○ 

軽石 義則（民主党） ○ 

小西 和子（社民党） ○ 

小野寺 好（公明党） × 

吉田 敬子（無所属） ○ 

６
月
定
例
県
議
会
が
６
月
25
日
か

ら
７
月
８
日
ま
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

安
倍
政
権
が
提
出
し
た
、「
戦
争
法
案
」

が
国
会
で
審
議
さ
れ
て
い
る
さ
な
か

で
の
県
議
会
と
な
り
、
安
倍
政
権
の
暴

走
へ
の
対
応
が
厳
し
く
問
わ
れ
る
県

議
会
と
な
り
ま
し
た
。 

憲
法
改
悪
反
対
県
共
同
セ
ン
タ
ー

な
ど
５
団
体
、
新
婦
人
県
本
部
な
ど
女

性
５
団
体
、
民
青
同
盟
県
委
員
会
が
そ

れ
ぞ
れ
提
出
し
た
「
安
全
保
障
関
連
法

案
の
廃
案
を
求
め
る
」
請
願
は
、
７
月

６
日
の
総
務
常
任
委
員
会
で
賛
成
多

数
で
採
択
。
８
日
の
最
終
本
会
議
で

は
、
請
願
の
採
択
に
基
づ
く
意
見
書
の

採
決
が
行
わ
れ
、
高
田
一
郎
県
議
が
賛

成
討
論
に
立
ち
ま
し
た
。
高
田
県
議

は
、「
自
衛
隊
が
戦
闘
地
域
ま
で
行
き
、

武
力
行
使
と
一
体
の
軍
事
支
援
を
行

う
こ
と
は
明
白
な
憲
法
違
反
だ
」
と
厳

し
く
指
摘
。「
審
議
す
れ
ば
す
る
ほ
ど

国
民
の
多
数
が
反
対
を
表
明
し
て
お

り
、
与
党
が
数
の
暴
力
で
押
し
通
す
こ

と
は
絶
対
に
あ
っ
て
は
な
ら
な
い
。
過 

 
 

 

  

て
決
し
て
小
さ
く
は
な
い
金
額
だ
と

考
え
て
い
る
。
こ
れ
に
よ
り
復
興
を
遅

ら
せ
る
こ
と
が
あ
っ
て
は
な
ら
ず
、
国

へ
の
要
請
等
も
含
め
し
っ
か
り
対
応

し
て
い
き
た
い
」
と
答
え
ま
し
た
。 

意
向
を
確
認
し
な
が
ら
判
断
し
て
い

く
」
と
前
向
き
な
姿
勢
を
示
し
ま
し

た
。
６
月
県
議
会
に
は
、
県
保
険
医
協

会
と
県
社
保
協
・
復
興
県
民
会
議
が
被

災
者
の
医
療
費
・
介
護
保
険
利
用
料
の

免
除
措
置
継
続
を
求
め
る
請
願
を
提

出
し
、
全
会
一
致
で
採
択
。
県
議
団
も 

７
月
２
日
の
県
議
会
本
会
議
で
、
達

増
知
事
は
、
12
月
末
ま
で
と
な
っ
て

い
る
被
災
者
の
医
療
費
・
介
護
保
険
利

用
料
の
免
除
措
置
に
つ
い
て
、
来
年
１

月
以
降
は
「
被
災
地
の
生
活
環
境
や
被

災
者
の
受
療
状
況
等
を
総
合
的
に
勘

案
し
つ
つ
、
継
続
も
視
野
に
市
町
村
の 

繰
り
返
し
継
続
を
求
め

て
き
ま
し
た
。 

 

６
月

25
日
の
復
興
特

別
委
員
会
で
は
、
復
興
事

業
の
被
災
自
治
体
一
部

負
担
約
90
億
円
（
県
73

億
円
・
市
町
村
16
億
円
）

に
つ
い
て
「
復
興
に
水
を

差
す
安
倍
政
権
の
暴
走

だ
」
と
厳
し
く
批
判
。
あ

ら
ゆ
る
場
で
軽
減
策
を

求
め
て
い
く
べ
き
だ
と

迫
り
ま
し
た
。
中
村
一
郎

復
興
局
長
は
「
県
に
と
っ

て 
復興特別委員会で質疑に立つ斉藤県議（６月２５日） 

れ
、
県
内
各
地
か
ら

１
千
人
が
参
加
し

ま
し
た
。
達
増
知
事

が
「
法
案
は
国
民
の

広
範
な
支
持
が
得

ら
れ
て
い
な
い
」
と

メ
ッ
セ
ー
ジ
を
寄

せ
ま
し
た
。 

 

去
の
戦
争
を
誤
っ
た
戦
争
と
言
え
な

い
安
倍
首
相
や
、
戦
争
法
を
批
判
す
る

マ
ス
コ
ミ
を
「
懲
ら
し
め
る
」
と
発
言

す
る
自
民
党
に
法
案
を
出
す
資
格
は

な
い
」
と
糾
弾
し
ま
し
た
。
意
見
書
は
、

賛
成

29
・
反
対

14
で
可
決
。
自
民

党
・
公
明
党
・
い
わ
て
県
民
ク
ラ
ブ
の

一
部
が
反
対
し
ま
し
た
。
都
道
府
県
議

会
で
は
全
国
初
の
意
見
書
と
な
り
ま

し
た
。
県
民
の
世
論
と
運
動
が
急
速
に

安
倍
政
権
の
暴
走
に
対
す
る
県
議
会

の
審
判
を
下
す
結
果
と
な
り
ま
し
た
。 

 

高
ま
る
中
で
、
安

倍
政
権
の
暴
走
に

対
す
る
県
議
会
の

審
判
を
下
す
結
果

と
な
り
ま
し
た
。 

７

月

５

日

に

は
、
岩
手
公
園
で

「
ス
ト
ッ
プ
！
戦

争
法
案 

７
・
５
緊

急
集
会
」
が
開
か

れ 

 

 

 

 

○日 時：8月 11日（火）午後 6時半～ 

○会 場：盛岡市民文化会館大ホール 

○弁 士：山下芳生書記局長・参議院議員 

斉藤信県議会議員 

盛岡市議 
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【４
月
】 

11
日 

八
日
町
商
業
振
興
会
総
会 

12
日 

国
道
４
号
渋
民
バ
イ
パ
ス
全
線
開
通

式
、
新
庄
さ
ん
さ
花
垣
会
総
会
、
軽

米
町
演
説
会 

13
日 

東
新
庄
１
丁
目
町
内
会
総
会 

14
日 

商
工
文
教
委
員
会 

15
日 

人
口
減
少
特
別
委
、
県
政
調
査
会 

16
日 

復
興
特
別
委
員
会
、
臨
時
県
議
会 

17
日 

山
田
町
復
興
状
況
調
査 

18
日 

城
東
９
条
の
会
９
周
年
の
つ
ど
い 

20
日 

国
道
１
０
７
号
土
砂
崩
落
現
地
調
査 

21
日 

西
和
賀
町
議
選
応
援 

22
日 

岩
大
工
学
部
一
祐
会
理
事
会 

23
日 

矢
巾
町
議
選
個
人
演
説
会 

25
日 

岩
手
民
医
連
総
会 

26
日 

集
団
的
自
衛
権
を
考
え
る
県
民
の
つ

ど
い
（県
弁
護
士
会
主
催
） 

29
日 

盛
岡
市
消
防
演
習
、
こ
ぶ
し
の
会
花

見
、
14
・６
・３
分
団
懇
親
会 

【５
月
】 

1
日 

メ
ー
デ
ー
県
中
央
集
会
、
国
道
１
０

７
号
早
期
復
旧
求
め
る
申
し
入
れ 

3
日 

憲
法
記
念
日
の
つ
ど
い
、
街
頭
宣
伝 

8
日 

全
県
地
方
議
員
研
修
会
、
旧
盛
短
跡

地
利
活
用
期
成
同
盟
会
総
会 

9
日 

本
宮
の
つ
ど
い 

10
日 

盛
岡
市
政
を
考
え
る
シ
ン
ポ 

11
日 

津
志
田
の
つ
ど
い 

15
日 

戦
争
法
案
反
対
昼
デ
モ
、
建
設
業
協

会
盛
岡
支
部
通
常
総
会 

16
日 

松
園
議
会
報
告
会
、
岩
大
工
学
部
一

祐
会
総
会
、
新
庄
観
音
の
祭
典 

17
日 

厨
川
の
つ
ど
い 

19
日 

盛
岡
山
車
推
進
会
総
会
懇
親
会 

20
日 

九
戸
診
療
セ
ン
タ
ー
問
題
で
医
療
局

長
に
申
し
入
れ 

24
日 

日
本
共
産
党
演
説
会 

25
日 

九
戸
村
演
説
会 

26
～
27
日 

商
工
文
教
委
員
会
調
査 

30
日 

第
１
回
い
わ
て
復
興
塾 

31
日 

平
和
を
語
る
県
民
の
つ
ど
い 

【６
月
】 

1
日 

Ｔ
Ｐ
Ｐ
反
対
県
民
集
会
・デ
モ 

3
日 

盛
岡
市
の
統
一
要
望
説
明
会 

6
日 

歴
史
教
科
書
を
考
え
る
集
会 

7
日 

第
61
回
岩
手
県
母
親
大
会 

8
日 

高
校
再
編
盛
岡
地
域
検
討
会
議 

9
日 

九
戸
村
議
選
応
援 

10
日 

中
小
企
業
憲
章
５
周
年
の
つ
ど
い 

11
日 

地
域
課
題
懇
談
会
盛
岡
広
域
振
興
局 

13
日 

農
業
農
民
後
援
会
、
湯
沢
の
つ
ど
い 

14
日 

乙
部
・加
賀
野
・松
園
の
つ
ど
い
、
県

保
険
医
協
会
総
会
記
念
パ
ー
テ
ィ
ー 

16
日 

県
政
要
望
を
聞
く
会 

17
日 

新
庄
の
つ
ど
い 

20
日 

玉
山
の
つ
ど
い 

21
日 

緑
が
丘
の
つ
ど
い
、
雫
石
町
演
説
会 

23
日 

紫
波
町
議
選
応
援 

25
日 

６
月
定
例
県
議
会
開
会 

28
日 

盛
岡
の
ご
み
広
域
化
計
画
の
撤
回
を

求
め
る
会
結
成
総
会
、
二
戸
演
説
会 

【７
月
】 

1
～
3
日 

本
会
議 

4
日 

斉
藤
県
議
・庄
子
市
議
を
励
ま
す
つ

ど
い
、
本
宮
つ
ど
い
、
滝
沢
演
説
会 

5
日 

斉
藤
県
議
を
励
ま
す
岩
大
同
窓
有

志
の
会
総
会 

6
日 

斉
藤
・鈴
木
努
事
務
所
開
き 

7
日 

雫
石
町
議
選
応
援
、 

8
日 

県
議
会
最
終
本
会
議 

案 件 
日本 

共産党 

自民 

クラブ 

県民 

クラブ 

希望・ 

みらい 
民主党 社民党 公明党 

被災者の医療費・介護保険利用料の免除

措置継続を求める請願 
○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 

労働者派遣法改正案の廃案を求める請願 ○ × ○ ○ ○ ○ × 

学生が安心して使える奨学金を求める請願 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 

少人数学級の推進などの定数改善と義務

教育費国庫負担制度2分の1の復元を図

るための請願 

○ × ○ ○ ○ ○ × 

八重樫医療局長（左）に要望する県議団と
一関市議団（７月７日） 

第二次提出分 3万 8927筆（計 6万 9581筆）の署名とと

もに達増知事に要請する会の方々（６月２５日） 

６
月
25
日
、子
ど

も
の
医
療
費
助
成
制

度
拡
充
を
求
め
る
岩

手
の
会
は
、
子
ど
も

の
医
療
費
助
成
を
中

学
校
ま
で
拡
充
す
る

よ
う
達
増
知
事
に
要

請
。
第
二
次
提
出
分

の 

求
め
ま
し
た
。 

 

参
加
し
た
子

育
て
中
の
母
親

か
ら
は
「
子
ど
も

が
４
人
い
て
、
ア

レ
ル
ギ
ー
で
年

中
眼
科
や
皮
膚

科
、
内
科
に
通
院

し
て
い
て
医
療

費
が
大
変
」「
滝

沢
市
に
住
ん
で

い
る
が
、
隣
の
盛

岡
市
が
小
学
校

卒
業
ま
で
拡
充

ｓ 

6月 5～6日、小池晃副委員長らが来県し、

復興事業の被災地一部負担問題について達増

知事、野田武則釜石市長、戸羽太陸前高田市

長と懇談しました。達増知事は、「復興はこれ

からが正念場。5年をすぎたら一部負担を求め

る根拠がない」と指摘。小池副委員長は、「復

興は国政の重大問題であり、国が責任を持っ

て取り組むべき課題。被災地の実態を国会で

も取り上げたい」と述べました。 

 

の
署
名
３
万
８
９
２
７
筆
（
合
計
６
万

９
５
８
１
筆
）
の
署
名
も
届
け
ま
し

た
。
小
野
寺
け
い
子
共
同
代
表
（
小

児
科
医
）
が
、
県
が
20
年
ぶ
り
に
窓

口
無
料
化
を
決
断
し
、
対
象
年
齢
も

10
年
ぶ
り
に
小
学
校
入
院
ま
で
拡

充
し
た
こ
と
に
感
謝
を
述
べ
、
さ
ら

に
中
学
校
卒
業
ま
で
拡
充
す
る
よ
う

求
め 

を
表
明
し
移
住
し
た
い
気
持
ち
。
県

と
し
て
さ
ら
に
拡
充
し
て
ほ
し
い
」

な
ど
切
実
な
訴
え
が
さ
れ
ま
し
た
。 

達
増
知
事
は
「
人
口
減
少
対
策
と

し
て
も
子
育
て
支
援
は
検
討
す
べ
き

分
野
。
切
実
な
声
、
要
望
を
踏
ま
え

て
検
討
し
た
い
」
と
答
え
ま
し
た
。 

事
業
に
よ
り
商
店
街
の
整
備
が
行

わ
れ
る
こ
と
か
ら
、
こ
れ
ら
の
支
援

策
の
継
続
・
拡
充
を
求
め
ま
し
た
。 

 

中
小
企
業
振
興
条
例
に
基
づ
く

取
り
組
み
に
つ
い
て
は
、
中
小
企
業

関
係
者
を
含
め
、
基
本
計
画
検
討
委

員
会
を
立
ち
上
げ
、
年
度
内
に
基
本

計
画
の
策
定
を
め
ざ
す
と
答
弁
が

あ
り
ま
し
た
。 

科
の
常
勤
医
師
確
保
を
求
め
る
要

望
を
行
い
ま
し
た
。
千
厩
病
院
で

は
、
地
域
で
唯
一
透
析
医
療
に
当
た

っ
て
き
た
泌
尿
器
科
医
が
６
月
末

で
退
職
。
眼
科
診
療
は
０
８
年
１
月

よ
り
休
診
し
て
お
り
、
地
域
で
唯
一

の
開
業
医
の
方
は
、
高
齢
で
体
調
を

気
に
し
な
が
ら
も
週
４
日
診
療
を

行
っ
て
い
ま
す
。
八
重
樫
局
長
は

「
関
係
大
学
へ
の
医
師
の
派
遣
要

請
や
即
戦
力
医
師
の
確
保
に
努
め
、

他
の
県
立
病
院
等
か
ら
も
応
援
を

増
や
せ
な
い
か
考
え
て
い
き
た
い
」

と
答
え
ま
し
た
。 

被害を受けた農家の方から話を聞
く斉藤県議（６月１７日） 

 

 

６
月
17
日
、
紫
波
町
で
１
時
間

当
た
り
95
ミ
リ
の
記
録
的
な
豪
雨

と
な
っ
た
こ
と
を
受
け
、
被
災
状
況

の
現
地
調
査
を
行
い
ま
し
た
。 

 

７
月
７
日
、
県
議
団
と
一
関
市
議
団

は
、
八
重
樫
幸
治
医
療
局
長
に
た
い

し
、
県
立
千
厩
病
院
の
泌
尿
器
科
、
眼 

・８月１２日（水）18時～20時 

・９月 ９日（水）18時～20時 

予約電話番号：６５１－５８８１ 

  

７
月
６
日
、
県
議
会
商
工
文
教
委

員
会
で
、
沿
岸
被
災
地
の
中
小
企
業

の
復
旧
復
興
状
況
と
課
題
に
つ
い

て
取
り
上
げ
ま
し
た
。
商
工
会
議
所

商
工
会
の
調
査
（
６
月
１
日
現
在
）

で
は
、
営
業
再
開
が
２
月
調
査
と
比

べ
て

40
事
業
所
減
少
し
て
い
ま

す
。
グ
ル
ー
プ
補
助
の
決
定
は
１
２

６
９
社
・
７
９
０
億
円
、
二
重
ロ
ー

ン
の
解
消
は
二
つ
の
機
構
で
２
４

６
件
で
あ
り
、
こ
れ
か
ら
区
画
整
理

事
業 


